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	津乃峰山
津峯神社
橘湾

	阿南市見能林町
阿南市津乃峰町
阿南市橘町



　津乃峰山は中津峰山（徳島市）、日ノ峰山（徳島市／小松島市）と並び、阿波三峰の一つ。標高は二八四メートルで、さほど高くなく、山歩きに慣れていない方でも手軽に登れる山である。歩いて上るには、ＪＲ牟岐線の橘駅下車、踏切を渡り、鳥居をくぐり、山にとりつき約三十分で山頂である。車の場合には、県道一三〇号線を見能林町で「津峯神社」の大きな看板を目印に西へ、約三キロのスカイライン（二〇二五年から無料）を桜並木の中を上る。
　山頂には津峯神社がある。
津峯神社＝主祭神は賀志波比賣大神（かしはひめのおおかみ）
　　　　　　　　　延命長寿の守護神とされる
　　　　　大山住祇大神（おおやまずみおおかみ）＝相殿
　室戸阿南海岸国定公園に属し、遠くは和歌山県の山並み、淡路島、鳴門海峡を望み、近くは小松島市街、那賀川河口に広がる平野、白砂青松の中林海岸、北の脇海岸が弧を描き、眼下には阿波八景随一とされる橘湾の多島海が広がり、四国最東端の蒲生田岬、離島の伊島を一望にする大パノラマである。
　山頂駐車場から津峯神社までの参詣道は約二百メートルで歩いて上るのもいいが、並行して有料の参詣リフトがあるので、どなたでも容易に神社を参拝できる。神社の境内では季節ごとに、桜まつり、観月会、力餅大会、ちびっ子相撲大会などのイベントがあるので、事前に行事を確認したい。
　駐車場の北斜面は急峻であるが、遊歩道が整備されていて、「神明の窟」、「家具の窟」、「巾着の窟」、「結びの窟」などの岩窟群がある。古代秩父層.に属する隆起地形で、かつては海蝕洞とされていたが、近年の調査では、弥生期から古墳時代の遺跡群であるとの研究成果が発表されている。岩窟周辺からは、香川県産の石器類も多数発見されていて、当時は非常に貴重だった辰砂を採掘していた遺跡であろうと、専門家は指摘する。そうだとすれば更にロマンが広がる。急斜面に設けられた岩窟巡りの遊歩道で、健脚向きではあるが、遺跡探勝で訪れたいコースである。
　津乃峰山には西側の石門公園から、北川の鍛冶ガ峰から、正福寺山から、陣が丸からと、それぞれ登山道があり、昭和の時代までは、周辺の小学校の遠足の定番コースであり、思い出の道、思い出の山である。主なコースの道は整備されていて、市民憩いのハイキングコースになっている。　　　　　　　　　　　記・横井知昭
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